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第 11 章 練積み造擁壁の標準構造図 

11.1 標準構造図の種類 

解説 

 練積み造擁壁の種類としては、擁壁の背面の状態（切土か盛土）によって切土タイプと盛

土タイプの 2種類があります。（表 11－1 参照） 

 過去に造成が行われている場合及び切土と盛土を同時に行う場合には、盛土タイプを使

用してください。 

11.2 標準構造図使用上の注意点 

解説 

1) 標準構造図は、各構造図に示した条件を満足する場合だけに使用してください。 

そのため、工事施工箇所毎の土質条件を調査し、設計条件に適合することを設計者等の責

任のもとで確認してください。 

 なお、設計者等は許可申請の際に、上記を確認のうえ、構造図内の申請地において条件

や土質を満たすことを確認している旨の欄にチェックを入れてください。 

2) 設置地盤の地耐力が表 11－1 の値以上にしてください。軟弱地盤や、過去に埋立てを行

っている地盤等については、地盤改良等を行い地耐力を確認してください。地盤改良等を

行った場合でも、標準構造図の基礎砕石は施工してください。 

3) 地表面載荷重は、5kＮ/m2(0.5tf/m2)とし、擁壁背面は水平にしてください。 

4) 練積み造擁壁の上にフェンス等を設置しないでください。 

5) 隣地沿いに切土で設置する場合、上載荷重の制限を隣地所有者等に説明し承諾を受けて

ください。 

6) 盛土用の止水コンクリート下部の土まじり砂利について、現況地盤を掘削しない場合は

現況地盤のまま、掘削する場合は埋戻し土に砂利を混ぜ、十分に突き固めて裏込め材の沈

下を防止してください。 

7) 本標準構造図を用いて許可申請を行う場合、設置条件及び構造は、市長が安全上支障が

ないと認める場合を除き、全く同一のものとしなければなりません。なお、他の自治体で

使用される際には、各自治体の許可権者にご相談いただき、本市への問合せはご遠慮くだ

さい。 
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表 11－1 練積み造擁壁の標準構造図の種類と地耐力 

勾 配 

高 さ 
θ≦65° 65°＜θ≦70° 70°＜θ≦75° 許容地耐力 

2.0ｍ 

盛土 P.80 P.79 P.78 

75kＮ/㎡ 

切土 P.83 P.82 P.81 

3.0ｍ 

盛土 P.80 P.79 P.78 

75kＮ/㎡ 

切土 P.83 P.82 P.81 

4.0ｍ 

盛土 P.80 P.79  

100kＮ/㎡ 

切土 P.83 P.82  

5.0ｍ 

盛土 P.80   

125kＮ/㎡ 

切土 P.83   
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11.3 練積み造擁壁の隅角部補強 

第二種の場合 

擁壁の高さ

(ｍ) 

切盛の

区別 

上端厚 t１

(mm) 
下端厚 t２(mm) 幅 a(cm) 伸縮目地 L(m) 

3.0 以下 
盛土 

切土 
560 以上 

通常と同じ 

（ただし通常が 560未

満の場合、560 以上）

50 
2.0以上で擁壁の

見かけ高さ程度 3.0 を 

超える 
60 

第三種の場合 

擁壁の高さ

(ｍ) 

切盛の

区別 

上端厚 t１

(mm) 
下端厚 t２(mm) 幅 a(cm) 伸縮目地 L(m) 

3.0 以下 
盛土 

切土 
700 以上 通常と同じ 

50 
2.0以上で擁壁の

見かけ高さ程度 3.0 を 

超える 
60 

擁壁高 

H(m) 

横鉄筋 縦鉄筋 

鉄筋径－ピッチ( ㎜ ) 鉄筋径－ピッチ( ㎜ ) 

3.0 以下 Ｄ13－＠250 Ｄ13－＠400 

4.0 以下 Ｄ16－＠250 Ｄ16－＠400 

5.0 以下 Ｄ19－＠250 Ｄ19－＠400 

a 

a 
L 

伸縮目地 

上端厚

160mm 

160mm 

t1
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横鉄筋 

t1

縦鉄筋 

t2

Ｈ 

横鉄筋 

縦鉄筋 

25D 

Ｌ 

a 

560 t1

隅角部補強筋 
（横鉄筋と同径・同ピッチ） 
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第 12 章 鉄筋コンクリート造等擁壁の標準構造図 

12.1 標準構造図の種類 

解説 

 標準構造図としては、表 12－1 に示したように、鉄筋コンクリート擁壁として、L 型、逆

T型の 2種類を作成しました。 

12.2 標準構造図使用上の注意点 

解説 

1) 標準構造図は、各構造図に示した条件を満足する場合だけに使用してください。 

そのため、工事施工箇所毎の土質条件を調査し、設計条件に適合することを設計者等の

責任のもとで確認してください。 

なお、設計者等は許可申請の際に、上記を確認のうえ、構造図内の申請地において設計

条件を満たすことを確認している旨の欄にチェックを入れてください。 

2) 地盤反力が 150kＮ/㎡(15tf/㎡)を超える場合は、平板載荷試験又はボーリング調査等に

より地耐力を確認できる資料を提出してください。 

3) 地表面載荷重は、10kＮ/㎡(1tf/㎡)とし、擁壁背面は水平にしてください。 

4) 軟弱地盤や、過去に埋立てを行っている地盤等については、地盤改良等を行い地耐力の

確認を行ってください。地盤改良等を行った場合でも、標準構造図の均しコンクリート・

基礎砕石は施工してください。 

5) 擁壁の竪壁天端にフェンスを設けるときは、ネットフェンス等、風荷重を受けない構造

としてください。フェンス等の設置の際は事前にスリーブなど設ける際は、鉄筋を切断し

てください。 

6) 擁壁を竪壁天端カットする場合、安定計算に影響が生じないよう見かけ高の 10％程度ま

でとしてください。 

7) 本標準構造図を用いて許可申請を行う場合、構造の安全性を確認した構造計算書の添付

は不要となりますが、設置条件及び構造は、市長が安全上支障がないと認める場合を除き、

全く同一のものとしなければなりません。なお、他の自治体で使用される際には、各自治

体の許可権者にご相談いただき、本市への問合せはご遠慮ください。 
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表 12－1 鉄筋コンクリート擁壁等の標準構造図の種類と地耐力（kＮ/㎡） 

※透水マットの場合（ ）内は砕石等の場合 

擁壁の高さ L 型擁壁 逆 T型擁壁 

1.5ｍ 
100（100） 

P.88 

50（50） 

P.96 

2.0m 
120（120） 

P.89 

70（70） 

P.97 

2.5m 
130（140） 

P.90 

80（80） 

P.98 

3.0m 
160（160） 

P.91 
－

3.5m 
170（190） 

P.92 
－

4.0m 
190（200） 

P.93 
－

4.5m 
220（230） 

P.94 
－

5.0m 
240（250） 

P.95 
－
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12.3 鉄筋コンクリート擁壁の透水層標準断面図 

透水層（栗石・砕石等）

透水層（透水マット） 

      高さ 3m 以下の場合           高さ 3ｍを超え 5ｍ以下 

透水マットの設置方法 

※透水マットの施工に当たっては、マット固定前の保護ネットの設置など、透水マットごとに仕

様が異なるため、仕様書や施工要領書を確認のうえ、適切に施工してください。
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12.4 鉄筋コンクリート擁壁の隅角部補強

隅角部補強を要する箇所は、隅角部の角度が 60度～120度の範囲とします。

コーナー補強筋は、竪壁の配力筋と同径、同ピッチとしてください。

        (a)立体図             (b)平面図 

・擁壁の見かけ高さ 3.0m 以下のとき、a=50cm

・擁壁の見かけ高さ 3.0m を超えるとき、a=60cm 

・伸縮目地を設ける場合の目地の位置（L）は、擁壁の見かけ高さ程度

かつ 2.0m 以上とする。
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